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　公益社団法人鹿児島県工業倶楽部の岩元でございます。
　大変長い間デフレに沈んでおりました日本経済も、これ
から春に向かうのでしょうか。日本銀行の短観、中小企業
の景気判断指数BSIは、実は2006年の第2四半期から
ずっと水面下にありましたが、今年になりましてから水面
の上に上がりました。
　中小企業の皆さんは、実に長き間に亘って、先行きにつ
いて、大変厳しい見方をしていましたが、そこからようや
く抜け出すのが可能な状況になってきたと思います。
　周りの、企業の方に景況感を聞きますと、ほとんどの原
材料が輸入品なので、調達価格が上がっているが、販売価
格に転嫁できなくて短期的には苦しいと言っているのが現
状です。
　また、年明けからの為替相場、株式相場は大変乱高下して
おり、中々一本道で景気が回復するという事は言えないよう
な、多事多難な一年になるのかもしれないなと思います。
　また、鹿児島県の工業の方をみても、景気は良くなって
いくようですけれど、中々過去の景気の後退局面を相変わらず

引きずっているというのが現状じゃなかろうかと思います。
　今月10日に、行政機関・大学・マスコミに年始のあい
さつ回りをしました。その時出たのが、「アベノミクスど
うですか」、「いやいや、地方はまだまだです。」という
やりとりとなりましたが、「じゃあ一体、どうすれば、ど
うなればいいんですか」と聞かれました。
　行き着いたところが、結局ここにいらっしゃる皆さんの
企業が競争力を付けて強くなる、という事をしなければ、
どうにもならないんだろうなと思いました。
競争力という意味においては、国内の同業他社ではなく、
国際的に見たところで、強くならなければいけないという
のが現状だろうと思います。
　本日は、後ほど小原先生の「薄膜技術の繊維素材への応
用」、前田先生の「光合成細菌の農業分野への有効利
用」、中野先生の「水産資源の食品・畜産分野等への利
用」の発表をしていただきます。またその後、東洋紡株式
会社の坂元龍三代表取締役社長様から、「素材力でイノ
ベーション‐技術と市場をむすぶ‐」と題して講演をして
いただきます。
　まさにこういった活動を通しまして、それぞれの企業の
競争力を強くしていくという事が、これから生き延びてい
く大事なポイントじゃないかと考えております。
　是非この後のプログラムが、皆様のお役に立ち、皆様の
企業力が強化出来ますことを祈念いたしまして、冒頭のご
挨拶と致します。

　　本日，公益社団法人鹿児島県工業倶楽部の新年大会が
盛大に開催されますことを，心からお喜び申し上げます。
　工業倶楽部会員の方々をはじめ，本日御出席の皆様に
は，かねてから本県の産業振興に多大な貢献をいただいて
おりますことに深く敬意を表しますとともに、県政の推進
に対する格別のご支援・ご協力に心から敬意を表します。
皆様には，かねてから会員の方々の異業種交流のほか，昨
年は，「食と健康に関するシンポジウム」の開催，更に
は，この後ご報告いただく異業種・産学官の交流・連携に

より新製品開発を促進する「ものづくり企業元気おこし交
流事業」に取り組んで頂くなど，多方面にわたり活躍され
た１年であったと思っております。　
　最近の経済情勢は，アベノミクスに基づく大胆な経済政
策により一定の成果も得られておりますが，県内経済への
波及には今しばらく時間を要するものと考えております。
また、本県では、むしろ好況時に対全国比で経済格差が拡
大する傾向にあることから、その点も注意深く見守ってい
きたいと思います。
こうした中，県は，「中小企業の振興に関するかごしま県
民条例」や「かごしま製造業振興方針」に基づき，本県の
特性や発展可能性を最大限に生かしながら，産業おこしの
推進による雇用創出などのテーマに取り組んでまいりたい
と考えておりますので，今後とも皆様のご支援・御協力を
賜りますようお願い申し上げます。

◆会長挨拶◆

（公社）鹿児島県工業倶楽部
会長 岩元 正孝

◆来賓挨拶◆

鹿児島県商工労働水産部
部長 田中 和彦 氏
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　祖業として成長を支えてきた繊維事業を大胆に縮小し、代わりにフィルムや樹脂、ライフサ
イエンスといった非繊維事業への転換を自ら進めた実体験に基づく、「停滞は悪、挑戦は善」
という理念での貴重な講演をしていただきました。

　新年大会において、会員、非会員、行政機関等多数参加いただいた異業種交流会で取り組んだ3テーマの検討結果
の報告を行いました。
　小原幸三教授、前田広人教授、中野隆之教授の3名の先生方には、8月からの半年足らずという短い期間の中で、精
力的に各テーマに取り組んでいただきました。
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東洋紡株式会社
代表取締役社長 坂 元　龍 三 氏
・鹿児島県鹿屋市出身
・2005年6月から現職に就任、現在に至る

ナノサイエンスを用いた電子
エネルギー制御による原子改質技術
～薄膜技術の繊維素材への応用～

　ただいまご紹介をいただきました鹿児島大学長の前田で
ございます。
　鹿児島県工業倶楽部と鹿児島大学の協力関係は深く、特
に平成17年10月に包括連携協力協定を締結してから、産
学交流企画の実施と学生支援で連携を深めさせていただい
ていることに深く感謝申し上げます。昨年11月には「進
化する鹿児島の食材」シンポジウムを共同で開催いたしま
した。これは工業倶楽部の20周年記念事業としてスター
トした「食と健康に関するシンポジウム」の第3回目で、
本学の重点領域研究である「食と健康プロジェクト」の事
業でもあります。例年本学の教員も講師として参加し、好
評を博しており、今回は約250名の方にご来場いただき大
盛会でした。また、この後、報告が行われる異業種交流会

にも本学の2名の教員が座長として参加し、会員の皆さま
とともに、研究を新しいものづくりの契機とする議論を深
めているところです。学生支援においては、例年、優秀な
研究業績を挙げた大学院生に授与される「鹿児島大学工業
倶楽部賞」が、学生への大きな励みとなっております。
　昨年暮れに、文部科学省より大学改革プランが公表さ
れ、鹿児島大学は、グローバル化、イノベーション創出、
それから社会の変革に対応出来る人材の養成などの観点か
ら、教育研究組織の再構築の作業に今入ったところです。
これからは大学と産業界がこれまで以上に連携して、大学
教育の新たなシステムを作り、組み立てることが必要であ
ると考えております。
　鹿児島大学は、地域に開かれた大学として、大学の教育
研究や知的資源を地域の発展に結びつけることで、鹿児島
県の活性化に尽力して行きたいと考えており、共同研究や
講演会だけでなく、様々なご相談や分析機器のご利用な
ど、鹿児島大学をどうぞお気軽にご活用ください。産学官
連携推進センターを中心に、体制を整えてお待ち申し上げ
ております。

◆来賓挨拶◆

国立大学法人鹿児島大学
学長 前田 芳實 氏

座長：鹿児島大学大学院 理工学研究科　
小原 幸三 教授

テーマ１

バイオビジネスにおける
善玉菌と悪玉菌
～光合成細菌の農業分野への有効利用～
座長：鹿児島大学水産学部 食品・資源利用学分野　
前田 広人 教授

テーマ2

生物未利用資源の活用技術
～水産資源の食品・畜産分野等への利用～
座長：鹿児島純心女子大学
　　  看護栄養学部健康栄養学科　
中野 隆之 教授

テーマ3
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会員名

木村 郁夫
所属・役職
鹿児島大学
学長補佐（社会貢献担当）
水産学部教授

●住　所 〒890-0056 鹿児島市下荒田4-50-20
●T  E  L 099-286-4210
●F A  X 099-286-4210

āૹߔɒȱɀ6༃ɂɄɤɘȳăȷɈ࠰ĂૹߔɈ୭๘ॸ࢞

ᆴۊɁȜɥĶɂ०য়ķɅ࠲ȳɥʯ˅ʐɿʇʠైమɈࠞێɂȱɀĂૹ

ॻࣞࣼߖငᅕɂĶɂ०য়ķɅ࠲ȳɥʏˋʵʐɾʸɬࢼȱɀȧɘȱȹă

༃ɈʏˋʵʐɾʸĶమݛȳɥȥȮȱɘɈ੮ķɜ౻࣍Ɂȱȹă

āȭɈĂૹॻࣞࣼߖငɈখఱۙޏɂȱɀઞݡȯȵɀȞȹȺȩȭɂ

ɅɄɤɘȱȹăɃȠȸĂɢɧȱȩȤࡄȞȞȹȱɘȳă

【大学案内】
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会員名

冨永 茂人
所属・役職
鹿児島大学 農学部長

●住　所 〒890-0065　鹿児島市郡元1-21-24
　　　　　（鹿児島大学農学部）
●T  E  L 099-285-8500
●F A  X 099-285-8572

āૹॻࣞࣼߖငɈখఱۙޏɂȱɀޏɬݢࢮȱɀȞȹȺȧĂȜɤȦ

ɂȠȮȰȞɘȳă

āூሆ69Ī2:94ī༃5ॢɅૹߔ༔ߔငɅȱĂএ੭Ă༔ߔငෳ

ɬოɛȯȵɀȞȹȺȞɀȞɘȳă

āಮᄑɉߔ॑ܠୃݪɁȳăୃݪ༔ݦబɁĂߔɁɉʃˋʅʜᇆɞڃ༂

ɅɜĂ༔ࣞެڬୃݪɬඐຎȱɀȤɤĂۋ࣋Ć࢞ȳɥॸ࠲Ɉ༱౺ᆅɅୃݪ

ཾɞᒯ༔ࣞɈૄۋ࣋ຩɬȽɀȞɘȳăႨᄵౘɈᆧ౺દࡊණɁȜ

ɤĂഽȩɈᆋɬၨȢɥૹॻɈණۊ༔ࣞɅਇॷȱȹȞɂ৽ȢɀȞɘ

ȳăྫᆵɁȳȦĂࡂෟɤɘȳɈɁɢɧȱȩȤࡄȞడȱ௫Ȭɘȳă

ૢ ო ࣟȥɣ Ɉ Ȥඪɣȵ

今回は、ビジネスプラン発表と第60回を記念しての特別講演があります。
●平成26年2月12日（水）14:30～19:30　※通常より30分早い開始です。
●鹿児島 東急イン （鹿児島市中央町5-1   TEL 099-256-0109）
　 ・ ビジネスプラン発表（県内2社、県外1社）
　 ・ 交流会（情報交換・名刺交換等）
　 ・ 参加費　3,000円
【問合せ先】かごしま産業支援センター （TEL 099-219-1272）

平成25年12月10日（火）、来鹿中のインド研修団（中央政府職員17名）
と工業倶楽部貿易部会員との意見交換会を実施。
インド側の経済情勢のプレゼンを受け、
活発な意見交換がなされました。

【出席会員】
　横山勝一副会長、松下謙一貿易部会長、
　弓場秋信、岡　秀実、竹田靖史、
　黒木樹朗、上田平美嗣、油原ゆう子
　（敬称略）
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　平成25年10月22日（火）～23日（水）の日程で、熊本市内の生産技
術開発協同組合（産業用機器開発関連企業組合）との意見交換・視察と熊
本県庁で人気ゆるキャラ「くまモン」の開発秘話及び経済波及効果等につ
いて研修しました。

【出席会員】
　岩元正孝会長、桑野正敬副会長、本村嘉啓副会長、松下謙一、森　末義、
　上田平美嗣、
【会員外】
　前田広人教授、中野隆之教授、福元美治、坂口繁明、上籠洋平　事務局
（敬称略）
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【講演内容】
☆東洋紡の会社概要
　・創業131周年　東洋紡績から東洋紡へ
　・集中的な事業転換の時代
　・東洋紡の高機能（スペシャルティ）商品群
　・東洋「紡」が「フィルム」？
　・コア技術をベースに事業を創出
　・素材が製品、システムを変える
    （時代の求める製品あり）

☆変革の中から得た経営の知恵
　・QA体系、技術を市場につなぐ
　・QA体系は事業の一番の骨格、
　　ビジネスモデルそのもの
　　（東洋紡流に体系化）
　・技術が優れているだけでは事業化できない
　・成長エンジン（市場につなぎQAを回転させる）
☆東洋紡社是
　・順理則裕（理に従えばすなわち裕なり）

☆東洋紡の歴史観
　・創立131周年　変革の歴史（東洋紡の構造改革と成長戦略）
　・第一変革期　1945～1970年
　　　　　　　　天然繊維から化合繊への展開
　・第二変革期　1971～1989年
　　　　　　　　ニクソンショックからバブル崩壊直前
　・第三変革期　2009～
　　　　　　　　新成長ステージへ：変化をとらえ自ら変わる

お客様の変化　
ライバルの変化
社会の変化　

東洋紡も「変わる」
停滞は悪、挑戦は善
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経済産業省 小規模事業者活性化補助金事業 鹿児島県内のお亡くなりになられた方を随時情報表示しています

【葬儀日時】


